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研究成果の概要： 

 近代化とグローバル化の只中にある現代のアジア諸社会を対象に、そのジェンダーの変

容を「主婦化」をキーワードとして、フィールド調査による実態把握、および諸社会間と

欧米・日本との比較や歴史的検討を踏まえた理論的検討の両面から解明を試みた。成果と

して、現代アジアのジェンダーの変容が、「親密圏と公共圏の再編過程」、すなわち家族の

変容、福祉国家の生成と変容、グローバル化と国際移動が絡まりつつ進行する過程のなか

で生じていること、地域的差異はこれらの諸要素の関係によって規定されること、グロー

バル化のなかで市場原理も取り込みつつ家族の役割が強調される「家族主義的福祉レジー

ム」と呼ぶべき状況が認められることなど、変容の性格と歴史的意義を明らかにした。 
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１． 研究開始当初の背景 

 
女性は近代になって主婦になった（主婦

化）、という認識は、欧米や日本のジェンダ
ー研究の基本枠組みとなっていた。しかしこ
の枠組みが、アジアの他地域でも妥当するか
どうか、検証した研究はほとんど無かった。
また 1970年代以降、欧米ではこの動きを反

転させる脱主婦化の動きが進んだが、経済的
には欧米と遜色のない日本において、その動
きが停滞していることは大きな謎と言われ
ていた。急速な経済発展により都市中産層を
中心とした近代社会の構造が成立しつつあ
る現代のアジアにおいて、女性は「主婦」に
なろうとしているのか、その反対なのか、実
証研究に着手すべき時だと思われた。 
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２． 研究の目的 
 
「主婦化」仮説は日本以外のアジア諸地域で
も妥当するのか、という問いを立て、現代お
よび歴史の両面からこの問いに実証的な答
えを与えようとするのが、本研究の目的であ
った。 
 しかし研究が進行するにつれ、問いはより
一般化されたものとなり、近代化とグローバ
ル化の過程にある現代のアジア諸社会にお
いて、ジェンダーはいかに変容しているか、
その過程を規定しているロジックは何か、を
探ることが目的となっていった。 
 
３．研究の方法 
 
１）現代から将来へ向けての変化の解明を課
題とする現代のアジア諸社会での現地調査
を中心とする一方で、近代化が開始して以来
の１世紀以上を扱う歴史研究も行い、両者の
連続性を常に意識するようにした。 
３）現地調査の主な対象地域は、インド、イ
ンドネシア、台湾、中国、シンガポール、香
港、タイ、ミャンマー、韓国、ベトナム、カ
タールなどであった。 
４）現地調査での主な研究方法は、①資料収
集、②質問紙を用いる半構造化されたインタ
ビュー調査、③自由なインテンシブ・インタ
ビューであった。 
５）現地調査では、現地の研究者との共同研
究を原則とした。すでに密接な協力関係にあ
った韓国、中国、タイなどの研究者に加えて、
インド、台湾、インドネシアで新しいネット
ワークを開拓し、ベトナム、シンガポール、
インドネシアでは NGOとの共同研究も実施し
た。 
６）定期的に研究会を開催し、現地調査の成
果の共有と理論的検討を行った。 
７）最終年度には国際シンポジウムを開催し、
すでに強力な研究協力のネットワークを形
成していたパートナー研究者を招へいして、
東アジア・東南アジア・南アジアにおける経
験の共有と理論枠組みの構築に努めた。 
 
４．研究成果 
 
インド調査 
 カーストと密接に関わった家事の分業の
実態から、家事とは何かという理論的考察を
深めることができた。また数世代にわたり主
人の家に住み続ける家事使用人から、業者を
通じて雇用する尐数民族の家事使用人やケ
アワーカーへの変容を目の当たりにするこ
とができた。 
 
インドネシア調査 

 母性概念が国家により強調され、女性運動
の中でも重要な意味を付与されている点に、
戦前の日本との共通性があった。またイスラ
ム教が反西洋・反フェミニズム運動を指導す
る一方で、貧しい母子のための保育所運動な
ど草の根レベルの運動の宗教的バックボー
ンともなっている両義性が見られた。 
 中産層では自国出身の家事労働者の雇用
が普及している。 
 
台湾調査 
 家事・介護労働者の雇用と越境結婚が盛ん
であり、グローバル化がジェンダーに大きな
影響を与えている社会と言える。ただし国家
による規制が強くかかったグローバル化で
あり、外国人労働者の雇用は主に介護のため
であって育児のためは難しく、出身国につい
ての統制も厳しい。他方、外国人妻自身が運
営に参加する NGOもできている。 
 
中国・日本調査 
 国際結婚で日本に来る中国人女性を最も
多く出している東北地方で現地調査を行い、
中国と日本を結ぶ業者のネットワークの在
り方、現地の女性と日本に来た女性との間に
認識ギャップが生じる理由などを解明した。
また日本にいる中国人妻や業者でのインタ
ビュー調査を行い、経済的理由とはひとくく
くりにできない女性自身の主体性を見出す
ことができた。この調査では中国人留学生が
重要な役割を果たした。 
 
中国調査 
 東北中国における主婦の誕生について、現
地の研究者との協力により調査を行った。新
聞社が組織した「好太太倶楽部」での集団イ
ンタビューでは、2000年代に入ってからの単
位の改変による失業がきっかけとなって主
婦となる女性が生じていること、しかし主婦
になったことを肯定する言説（夫の健康のた
め、子供の教育のため）が生じていること、
非常に裕福な高級専業主婦も誕生している
ことなどが明らかになった。 
 
ベトナム調査 
 台湾チーム、韓国チーム、ベトナムチーム
との共同により、ベトナムからアジア各地に
出ていく労働移動や結婚移動について送り
出し地域の村を訪ねて、本人や家族のインタ
ビュー調査を実施した。また質問紙調査も実
施した。日本滞在経験者は研修生としての就
労経験者がほとんどであった。 
 
シンガポール・インドネシア調査 
 シンガポールの NGOとの協力により、シン
ガポールでの就労経験のあるインドネシア
人家事労働者を対象とした質問紙調査を実



施した。またシンガポール側とインドネシア
側のシェルターを訪問した。 
 
韓国調査 
 ライフヒストリーの聞き取りにより、高齢
女性たちの家族生活やセクシュアリティの
経験について、データを収集した。 
 
タイ・ミャンマー調査 
 タイで就労するミャンマー人家事労働者
について、タイ国内とミャンマーの出身地域
との両方でインタビュー調査を実施した。ミ
ャンマーからの出稼ぎについての調査は国
際的にもほとんど手つかずであったので、多
くの新しい事実が解明された。 
 
以上のような現地調査と資料分析、文献研

究から、以下のような理論的成果が得られた。 

3 年間の研究の結果として、明らかになった

のは以下のようなことである。 

1. ジェンダーの変容は、家族の変容、福祉

国家の生成と変容、グローバル化と国際

移動という、3者が密接に絡まり合って

進行している現代世界における親密圏

と公共圏の再編成という過程の中で生

じている。各地域でこれらの要素がどの

ように組合さっているかによって、ジェ

ンダーの変容は異なるかたちで現象す

る。 

2. 現代アジアにおける共通の条件は、経済

的後発地域であることによる福祉国家

の弱さである。換言すれば家族が福祉を

担うしかない「家族主義的福祉レジー

ム」ということである。 

3. しかしそれが女性へのケア負担の集中

と主婦化を招くかといえば、さらに別の

条件が加わる。グローバル化により外国

人家事・介護労働者を受け入れることに

より、ケア負担のかなりの部分を外国人

に担わせ、自国の女性は就労を継続する

社会もある（シンガポール、香港など）。

他方、グローバル化に制限が設け、女性

の主婦化が起きて固定化する社会もあ

る（日本がその典型）。グローバル化の

影響が一部の階層にまでしか届かず、両

方のトレンドが同時に見られる社会も

ある（台湾、タイなど）。 

4. 日本におけるジェンダー変容の停滞は、

欧米諸社会とアジア諸社会とのちょう

ど中間の時期に近代化を経験したため、

主婦化が起こり、性別分業的な近代家族

が成立して、それが制度的なバックアッ

プも受けて固定化したことによる。これ

に対して、他のアジア諸社会では、近代

家族が成立する十分な期間が無いまま

にグローバル化時代に突入したため、伝

統的な家事労働者が消滅するかしない

かのうちに外国人労働者への交替がス

ムーズに起きた。アジアにおける近代は

「圧縮された近代」と言われるが、圧縮

の程度がその後の経路にも決定的な影

響を及ぼす。 

5. 国際結婚はケア役割の外国人への振り

分けという点で、外国人家事・介護労働

者の受け入れと連続する面がある。 

6. 中国とインドという大国では、外国人家

事・介護労働者を受け入れるかわりに、

国内の広大な農村部や貧困地帯出身の

家事・介護労働者を都市中間層が雇用し

ている。しかしこれは伝統のままという

わけではなく、雇用のしかたや身分関係、

出身地などが変化している。 

7. ジェンダーの変容に影響を与えるもう

一つの大きな要因が、教育である。社会

の変容とグローバル化に対応できる人

材に子供を育てるため、自ら望んで主婦

となる女性たちも多くの社会に出現し

ている。グローバル規模での人間再生産

の様式の変化が、ジェンダーの変容に幾

重にも影響を与えているのである。 

 
最も鮮明に見えてきたのは、制度的枠組み

や政策の重要性である。保育所や高齢者施設
の建設、労働や税の枠組みや、外国人労働者
政策が、各社会におけるジェンダーの再編成
に強い影響を与えている。グローバル化の時
代ではあるが、国家の役割がクリティカルで
あることが確認された。 
 

研究成果は、すでに書籍３冊（英語１冊、
日本語２冊）のかたちにまとめて公刊した
（ Emiko Ochiai and Barbara Molony eds, 
Asia's New Mothers: Crafting Gender Roles 
and Childcare Networks in East and 
Southeast Asian Societies, Global 
Oriental, 2008.; 落合恵美子・山根真理・
宮坂靖子編、『アジアの家族とジェンダー』
勁草書房、2007；落合恵美子・上野加代子編
『２１世紀アジア家族』明石書店、2006）。
日本語の２冊は、それぞれ中国語と、タイ語
と韓国語に翻訳され、数か月以内に出版され
る予定である。本研究は国際共同研究であっ
たが、その成果もまた国際的に共有されるこ
ととなったのは嬉しいことである。もちろん
学術論文の成果も多く、海外の学会での発表
も行った。また、各地でのインタビュー調査
の記録は、ケース集としてまとめた（個人情
報保護のため公開はしない）。 
 以上のような学術的成果に加えて、共同調



査における協力を通じての、アジアにおける
ジェンダー研究のネットワーク形成にも、本
研究は大きな成果をもたらした。本研究が形
成したネットワークを土台として、すでに二
つの科研費プロジェクトが実施されている。
また、京都大学グローバル COEプログラム「親
密圏と公共圏の再編成」は、学術的にも組織
的にも本研究の成果の上に可能になったも
のと言うことができる。 
 最終年度に開催予定であった国際シンポ
ジウムは、上記グローバル COE等の共催によ
り実施することとなった。「いま構築される
アジアのジェンダー」と題した本シンポジウ
ムの成果は、本研究の最終成果として日本語
および英語で公刊すべく、現在準備を進めて
いる。 
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